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　学習指導要領改訂の動きもあるようです。
　算数科に対して現場の声はいかがなもの
でしょうか。
　最近の様子を見ていると，やはり初めに
学習指導要領ありきで先生方が右往左往し
ているようです。子どもの学力向上をうた
いながら，具体的には全国学力・学習状況
調査のＢ問題への対応が叫ばれ，そのため
の基礎・基本となる知識・技能の習得が望
まれているといった状況です。
　計算の練習ばかりしていても思考力はな
かなか伸びません。ましてや「算数はおも
しろい」「算数が好きだ」といった前向き
な意見などはなかなか登場しません。
　野球の場合なら，素振りやキャッチボー
ルのような練習ばかりやっていても本当の
力にはなりません。ゲームそのもののおも
しろさを味わったり体験したりすることで
学ぶことも多いのです。
　これと同じように，算数の学習でも，も
てる知識を総動員して問題を解決する総合
的な活用の体験をさせたい。
　これからの学習指導要領では「総合力」
や「活用力」を促す内容をもっと示しても
よいのではないでしょうか。
　過去２度の改訂では，「算数的活動」と
して学習方法の改善に力点が置かれました。
現場にも大きな影響があったように思いま
す。そのうえで，もう少し内容にも工夫さ

れたものが入るように考慮してはどうかと
思います。
　新版「小学算数」では，算数の授業開き
に使える問題を設け，既習の知識・技能・
考え方を駆使しながら，楽しく問題解決に
取り組めるようにしています。また，単元
末には，新たに学んだ見方・考え方・表し
方を総合的に活用して解決する問題も取り
上げています。これらの教材も使いながら，
総合的活用力を育てる工夫を考えていきた
いところです。
　新学期を迎え，新たに担当する子どもを
前にした先生は，精一杯の授業を展開する
ことが大事です。子どもはどんな授業をし
てくれるのかという大きな期待をもってい
るからです。そんな授業をする先生方へ，
当たり前のようですが，再度いくつかの心
構えを確認しておきます。
①　ねらいをはっきりもつ。
②　子どもの気持ちに寄り添う。
③　子どもどうしが一緒に学び，深めるよ 
　　うにする。
④　子どもの発想に感動する。
⑤　教材の基本の考えを知る。
⑥　具体的なイメージがもてるハンズオン 
　　の授業にする。
⑦　発見的学びにする。
⑧　身近な教材を使う。

算数授業のつくり方
〜総合的活用力の育成を〜

坪田  耕三　青山学院大学教授

巻頭言
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―今回のテーマは「授業開き」です。まず，
授業開きでは，どのようなことを大切にさ
れていますか。
大野　大きく分けると「学び方」と「算数
のおもしろさ」を伝えることですね。「学
び方」というのは指導法ですが，例えば「仲
間が話しているときには，しっかり聞く」
などの基本的なところは，最初に示さない
といけないと思っています。
盛山　子どもが算数の授業に対する固定的
な考え方をもっているという前提で考える
と，あとは「算数の授業に対する価値観」
ですね。「学び方」と「算数のおもしろさ」，

「算数の授業に対する価値観」の３つは関
係していると思います。「学び方」が身に
つけば「算数授業の価値観」も変わり，「算
数のおもしろさ」が実感できるという関係
ですね。
細水　算数の授業観というよりも学習観を
伝える１時間，また２時間にしたいです。
私は，「この先生とだったら，算数を楽し
んでいける」という安心感を与えられるよ
うな授業開きをいつも心がけています。前
提学力を使わずに算数のおもしろさや楽し
さが味わえる教材で授業開きをすると，誰
もが楽しく参加できる，しかも誰もがおも
しろいと思えるものができます。
大野　私がよく扱う問題は，大きく２種類

あります。１つは「算数の不思議さが味わ
えるもの」，もう１つは「解決方法や見方
がたくさんあり，いろいろな見方ができる」
ものです。最初の授業なので，あまり子ど
もの発言を序列化したくないですね。「そ
れもいいね，これもいいね」と認められる
環境であるということを伝えたい 1 時間な
ので，オープンエンド的な問題を扱うこと
が多いです。
盛山　伝えたいことで言うと，「答えが１つ
に決まらない場合がある」ということは大
切にしたいです。算数の答えは１つに固定
されているという見方を変えて，多様性の
ある場合があるということを伝えたい。「○
か×かの世界」から，「○か×かを創るま
での過程を吟味する世界」という見方に変
えて，算数は考える過程であるということ
を伝えたい。結果重視の算数から過程重視
の算数ということで，結果の多様性やアプ
ローチの多様性を大切にしたいですね。
大野　あとは先生の立場ですね。算数の授
業で最初に子どもに伝えるのは「算数とい
うのは創るものだよ」ということです。先
生が教えてくれるのではなく，先生も同じ
創る立場の人間なので，教える人だと思わ
ないでくださいと言います（笑）。先生もわ
からない問題を出しているんだよという姿
勢で入り，一緒に考えましょうという感じ

算数教育座談会

算数の授業開きで大切にしたいこと

特　集

細水  保宏　筑波大学附属小学校副校長

盛山  隆雄　筑波大学附属小学校教諭

大野   桂 　筑波大学附属小学校教諭
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です。だから，私の学級の子どもは，「先生，
教えて」とは絶対に言わないですね。
細水　大切なことは，自分の学級でそうい
う子どもを見つけることですね。テストの
ように「できる・できない」だけではなく，
子どもの動き方を見ます。例えば，わから
ない問題と出合ったときに，黙っているの
か，「わからないから教えて」と言うのかな
ど，授業開きなら学級がよく捉えられます。
そして，同時にその動き方を見た瞬間に価
値観を伝えていけばよい。まずは，問題を
出したときに，子どもがどう動くか，その
動き方を見て，先生の価値観を伝えること
が大切です。

―算数の学び方や授業観を大切にされてい
るように感じますが，どのように子どもに
伝えるようにしていますか。
大野　すすんで自らよい表現をしようとす
る態度や，表現がより簡潔になる数学的な
考え方などの算数的な態度を示したときに，
褒めてあげるという感じですね。私自身が
細水先生から学んだことです。例えば，発
表のときに，その場ではなく黒板の前に出
てきて話す子どもがいたら，まずその姿を
認めて褒めます。基本は先生がよいと思っ
た態度を褒めるということです。そうする
と，次から子どもがそう動くようになると
いう想像や願いをもって子どもに接してい
ます。表現の姿と数学的に促進する姿が出
たときに，積極的に褒めるということです
ね。
細水　先生の価値観を伝えられるような場
をつくることが大切ですね。表現のしかた
や表現する意欲を褒めるということは，先
生がそういうふうに育ってほしいという願
いをもっているということです。最初の授
業開きの機会を使って，願いを伝えるとい

うことですね。私の場合は，板書とノート
の使い方も算数の学び方と併せて教えてし
まいます。例えば，授業は，問題をみんな
で見つけて，自分で解決して，みんなで話
し合って，まとめるという大きな流れでつ
くっていくという算数の学び方の話だけで
なく，黒板に書いた日付をノートにも書く，
先生が出した問題は枠で囲む，などのノー
トの書き方の話もします。
盛山　私は，「発問」ですね。例えば，先生
が「答えはいくつですか？」と聞けば，子
どもは答えを重視していると感じます。答
えも聞くけれど「どうやって考えたの？」
と聞けば，過程を重視していると感じます。
このように発問から，先生の価値観を子ど
もは感じるように思います。先生の価値観
は，発問に表れて，子どもに伝わるという
ことです。

―子どもに価値観を伝えるときには，子ど
もの姿をみることが大切であるように思い
ます。授業開きでは具体的にどのような子
どもの姿を探しますか。
盛山　２学年の授業開き教材「ココアはい
くつ」の問題で考えると，いちばん初めに
探すのは，誤答も含めて素直に考えている
子どもですね。「安心した学び」にしたいん
です。まずは本当に自然にこの問題を考え
ると，このように考えるというものがあり
ます。たとえ答えがまちがっていても，そ

算数教育座談会

細水先生
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こから取り上げたいですね。みんなが自然
に考えるとこうなるという納得できる考え
から取り上げれば，初めから高等なよりよ
いものを考えつかなくてもいいという安心
感が出てきます。だからこそ，素直に考え
ている子どもから取り上げて，それがよい
ことだということも伝えたい。

大野　子どもが考えたコ＋コ＋ア =15 の
式を短冊に書いて黒板に貼り，「これで全
部かな？」と問いかけます。そしてまずは，

「並べ替えたらわかるんじゃないかな」と
いう素朴に整理して考えようとする子ども
を探しますね。そこからさらに，「ほかの
問題も作れるかな」と問題を広げて考える
子どもを探します。あとは１学年の既習事
項と関連づけて話す子どもも探して褒めた
いと思いますね。伝えられること，褒めて
あげられることは，１つの授業でたくさん
あるように思います。また，学級経営とい
う観点で子どもの姿を見ると，子どもどう

しが伝え合ったり相談し合ったりして助け
合う姿は評価したいところですよね。

―授業開きとして扱う教材としては，どの
ような教材がよいのでしょうか。
細水　ふだんの授業とは違って，知識・技
能をなるべく扱わない教材のほうが授業開
きには適していると思います。
　そうすると先生も，考え方や態度という
観点で子どもの姿を見て，認めたり褒めた
りしながら，先生の価値観を伝えることが
できます。
大野　私は，全員ができる問題かできない
問題ですね。つまり，全員がわかるところ
から入るか，「え？」となるようなところ
から入るかです。授業開きでは，この 2 つ
のどちらかの教材を扱うと思います。
細水　最初の１時間めは，ある程度先生が
戦略を練っておかなければならないと思い
ます。初めて一緒に学ぶ先生に対して「こ
の先生は，どんな先生なんだろう」という
目で子どもは見ています。だからこそ，算
数のおもしろさがある教材を用意しておき
たいですね。そういう意味で，教科書で授
業開き教材を用意したのはよいと思います。
大野　最初の授業なので，あまり子どもの
発言を序列化したくないですね。「これも
いいね，それもいいね」と認められる環境
であるということを伝えたいので，オープ
ンエンドのような問題を扱いたいです。

―新版教科書の授業開き教材では，どのよ
うな授業展開が考えられますか。
盛山　「ココアはいくつ」の問題の場合は，
私ならまず黙ってコ＋コ＋ア＝ 15 という
式だけを提示しますね。子どもたちは何て
言うでしょうか。「何これ？」や「ココア？
なんで？」から始まりますよね。不思議な

特　集

▲２上 p.3「ココアはいくつ」
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式を見せて，問題に関心をもたせていきま
す。子どもに好きなことを言わせると，「こ
れって数を入れるの？」のように次第に問
題に近いことを言い始めます。そうしたら，

「お，よくわかったね」と取り上げて，子
どもとやりとりしながら問題の条件を提示
していきます。「あてはめる数は１から９ま
での数だよ」，「数は何回使ってもいいよ」，

「コとコには同じ数が入るよ」などの問題
の条件は，子どもとのやりとりの中で伝え
ていくとよいと思います。不思議なものを
出したあとに，対話しながら問題の条件を
整理していくという段階が大切ですよね。
大野　私が子どもなら，まず数をあてはめ
ていきますね。「アが１のときは…」のよ
うにして…。
細水　私なら，コ＋コ＋ア＝ 15 だから５
＋５＋５＝ 15 かな。
大野　最初は３つとも同じ数をあてはめる
んですね。
細水　そうすると，５＋５＋５ではアに
あてはまる数が違うことに気づく。「でも，
アからコに１ずつあげればいい」というこ
とに気づけば，「６＋６＋３だ」と答えに
つながっていく。こうした子どもの意見を
聞いたら，みんな「へぇ～」ってなります
よね。すると，１＋１＋アと入れて「アに
は何が入るかな」と考える子どもが出てく
るかもしれない。こうやって自分と違う考
えに出合ったときに，「おもしろい！」と
感じられるのだと思います。こうした場面
に出合わせてあげたいですね。そうすれば，
５＋５＋５のような誤答も生きてきます。
盛山　この問題の場合，わからない子ども
がいたら，やっぱりヒント作戦になるかも
しれませんね。「どうやって式を作ったの
かな。その考え方だけでも聞いてみよう」
のようなかたちですね。自力解決で，なる

べく多くの子どもたちが解答を得る作戦を
立てるために，どのような発問をするかが
先生の腕の見せどころですよね。考え方だ
けを言ってもらうのか，１か所だけ数を埋
めてもらうのか，などが考えられます。例
えば，「どこの数が欲しい？」と聞いたら，
アではなくてコと言うような気がします。
すると「コは左端がわかればまん中もわか
るからだね」という気づきにつながる。こ
うした話を楽しみたいですね。子どもの内
面や素直に思っていることを引き出して，
笑いにしたい。

―授業開き教材では授業の最後に「広げて
考える」という段階を位置づけています。
これをどのように使いますか。

盛山　ただ問題を考えさせるのか，新しい
問題を解かせたいのか，というねらいにも
よりますが，「広げて考える」という発想
を子どもたちにもたせたい場合は，授業で

盛山先生

▲２上 p.5「ココアはいくつ」
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扱うべきですよね。新しい問題の答えを求
めるのではなく，「この問題をどうやって
ほかの問題に作りかえたらいいかな」とい
うようにやります。「ココアはいくつ」の
場合，あまり経験がないタイプの問題なの
で，「どんなふうに問題を変えることがで
きる？」のように多少は引っ張ります。す
ると，「数を変える！」「15 を 14 に変える」
と言い始めます。そこで「ほかの変え方は
ない？」と聞けば，「数を４つにする」の
ような発言をする子どもが出てきます。そ
こを褒めるとよいですよね。「広げて考え
る」という価値観を先生がもち，「どうやっ
て問題を変えようかな」という発問ができ
ると，子どもから問題を広げるような発言
が生まれます。そして，広げて考えたこと
を褒めるということですね。
大野　例えば「みんなだったら，□＋□＋
□ =15 の中にどんな文字を入れる？」と
伝えると，子どもが自分で問題を設定して，

「３つとも同じ文字にする」「３つとも違う
文字にする」と考え始めると思います。「３
つとも違う文字にすると難しそう」と言っ
てみたりして，子どもと一緒に考えてみる
のもおもしろいかもしれません。
細水　授業開き教材をとおして，「問題を
つかむ」「自分で考える」「みんなで話し合
う」「振り返る」「広げて考える」というサ
イクルで授業を進めていくことを，新学期
の最初に１， ２時間かけて教えると，その
あとが楽になると思います。単元の学習を
始めるときも，前のサイクルと同じように
考えていくんだよと言えますよね。さらに
言うと，授業開き教材はオリエンテーショ
ンをしながら，ノートも板書も教えられま
す。
大野　最近，改めてノート作りがとても大
事だと感じています。授業が終わり，家に

帰ったときに，ノート作りを丁寧にやって
ほしいと考えています。家庭学習で，「授業
とは違う解き方もできたよ」のように自分
で問題を広げる子どもがいるかもしれない
ですよね。自分で理解を深めたり学びを広
げたりしようとする姿を引き出したい。今
日の１時間の授業でできたノートを，授業
後のノート作りをとおしてどのように深め
たり広げたりするのか，そこまで保証して
あげたいなと思っています。
細水　ノート指導で考えると，１時間めで
は，最低でも２ページは使わせたいです
ね。最初の２時間ほどで６～７ページ書く
と，その後はリズムよくノートが書けるよ
うになると思います。あと，「広げて考え
る」段階の授業では，先生の条件としては
笑顔ですね（笑）。こういうことは誰も言わ
ないけれど，「広げて考える」段階は今やっ
たことを使う場面なので，楽しくならない
とおかしいですよね。
大野　「ココアはいくつ」の問題の場合，丁
寧にやると１時間の授業で「広げて考える」
段階まではできないかもしれない。こうし
た場合は家庭学習も含めて考えるとよいで
すね。例えば，先生が，「同じ３文字で 12
がつくれるの？」と，できない子どもの立
場で表現してあげます。子どもが「できる
よ」と言ってきたときに，「本当に？」と
言うだけで授業が終わってしまうともった
いないので，そこで「じゃあ，家で調べて
おいでよ」となげかければ，子どもが自分
で広げていくことができると思います。「広
げて考える」ことを１年間全ての授業でや
ることは難しいですが，授業開きだからこ
そ，家庭学習も含めて考えてやってほしい
ですね。
盛山　大野先生のいうやり方ならはっきり
していますね。実際は「広げて考える」問

特　集
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題を解くところまでやりたいけれど，授業
では「広げて考える」きっかけまでを扱い，
広げた問題は家庭学習で取り組むというの
はよいですよね。保護者に対する啓蒙にも
なりますし。
細水　「広げて考える」段階は，授業では
紹介だけで，あとは家庭学習にする。次の
時間にやってきた子どもをすごく褒めてあ
げると，とても効果的だと思います。新年
度の初めは子どももやる気があるので，宿
題を与えるよりも家庭学習の癖をつけたほ
うがよいですね。
大野　最初の授業開きの時期は丁寧に扱い
たいけれど，ふだんの授業で「広げて考え
る」段階を毎回扱っていたら大変ですよね。
個人的には「広げて考える」段階は授業で
全てやらなくてもいいと思っています。授
業では紹介だけにして，子どもが家でやっ
てみて，次の日の朝に持ってきたら，それ
を学活などで報告してあげる。朝，やって
きたことを報告にくる子どもの姿だけでも
十分に立派です。「ノートにこんなの書い
てきたよ」と言う子どもの姿が見られたら，
学ぶことや，自分で広げて考えることが好
きになっているわけですから，十分ですよね。

―最後に，授業開きについて一言お願いし
ます。
大野　大切なのは，子どもがいろいろなこ
とを考えることを，先生が楽しめるかとい

うところですね。子どもの考えを一緒に楽
しめるといちばんよいですね。
盛山　私は算数の授業をするときは，例え
ば「友だちの失敗を絶対に責めない子にし
たい」のように，どういう子どもたちを育
てたいかという大きな目標を立てます。そ
こから，「半年後にはどういう子どもにし
たいか」などの大きな目標までの段階をイ
メージしていきます。大きな目標に向かう
ために，１時間１時間の授業があるという
感じですね。こういう子どもにしたいとい
う目標がないと，そこに向けた１時間の授
業はつくれません。大きな目標に照らして，
１つの授業や１つの発問に対する子どもの
答え・反応を見ています。授業開き教材は
その第一歩として大切ですね。
細水　子どもが算数を嫌いな理由は，「考え
ることが嫌い」か「授業が嫌い」の２通り
あります。「授業が嫌い」というのは，算
数の中身が嫌いなわけではなくて，わかる
人だけが発表する授業のような学び方が嫌
いなのだと思います。こうした子どもの算
数観を変えないといけない。
　授業開き教材の画期的なところは，子ど
もと一緒に先生の授業観も変えられること
です。「算数はできないといけないもの」
ではなく，「楽しいもの」だと思ってほし
いですね。この授業開き教材を見て，「あ
れ？」，「今までつくってきた授業観と違う」
という感覚をもつ先生もいるかもしれませ
ん。しかし，授業開きは子どもの動きを見
て，先生の価値観を伝える授業です。授業
開き教材を使うことで，今まで以上に先生
の授業観を子どもに伝えることができるよ
うになると思います。そういう意味でも，
この授業開き教材はおすすめです。

大野先生
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１．はじめに
　伴って変わる２つの数量の関係を式，表，
グラフに表し，その特徴を調べる活動は，
４学年「変わり方」，５学年「表や式を使っ
て」，６学年「比例と反比例」の単元を中
心に扱われ，中学校以降の関数の学習にも
つながる，極めて系統性の高い内容だとい
える。しかしその分，各学年の指導内容の
違いが曖昧になり，関数の考えの指導が積
み上がっていない傾向にあると考える。関
数の考えの指導について，『学習指導要領
解説算数編』の内容をまとめると，次の３
点に配慮が必要であることがわかる。
①　依存関係に着目する。
②　変化や対応の特徴を調べる。
③　見いだした規則性を活用する。
　本稿では，「②変化や対応の特徴を調べ
る」に焦点をあて，伴って変わる２つの数
量の関係について考え，指導内容の系統性
を明らかにすることで，“学びと学びをつな
ぐ授業づくり”の一助になればと考える。

２．「変化や対応の特徴を調べる」ことに 
　ついて
（１）表の指導
　伴って変わる２つの数量の関係を調べる
ための表は，４学年から指導する。伴って
変わる２量があることに着目して，順序よ
く表に整理して変化の様子を調べていく。

その際，例えば，調べた２量の組を順不同
で発表させて板書することで，順序よく整
理したいという気持ちを引き出し，表の有
用性を感じさせる工夫も効果的だと考える。
　５学年では，４学年の学習を生かして自
分で表を作り，さまざまな２つの数量の関
係を調べていく。指導の系統性が高いこと
からもわかるように，４学年の学習内容を
しっかり理解させておく必要がある。新版
教科書の５学年には，巻末に既習事項をま
とめた「学びのマップ」があり，既習事項
をいつでも振り返ることができるように工
夫がされている。

▲５年 p.271「学びのマップ」

　なお，ここでは「表に整理しましょう」
と教師から提示するのではなく，数量の関
係を調べるために表を活用するとよいこと
に気づかせたい。教科書では一方の数だけ
を示し，もう一方の数を表に書きこませる
ようになっており，表に整理する中で変化
や対応の規則性に気づけるように配慮され
ていることがわかる。

系統性をふまえた関数の指導

工藤  尋大　東京都杉並区立井荻小学校教諭

学びと学びをつなぐ授業づくり
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▲５年 p.143「表や式を使って」

　また，表の見方については，５学年では
「一方の値が２倍，３倍，…になると，もう
一方の値も２倍，３倍に…」という考察の
しかたが中心となる。新版教科書では，単
元２「体積」で比例関係を学習し，単元 12 

「表や式を使って」では既習事項として比例
関係を用いる展開となっている。比例関係
を既習事項として活用することで，２量の
関係を考察するときの見方や考え方につい
ての理解をより深めることができる。ここ
でも，既習事項である「比例」の意味を振
り返ることができるように，学習したペー
ジを示す工夫がされている。

▲５年 p.144「表や式を使って」

　６学年では，５学年の表の指導をふまえ
「一方の値が 1

2 倍， 1
3 倍，…になると，も

う一方の値も…」という考察が加わり，「y
は x に比例する」と一般化していく。
（２）グラフの指導
　グラフは，伴って変わる２つの数量の変
化の様子を視覚的に表すために扱われる。
４学年では数量の変化をみるために点と点

をつなぐが，６学年では点と点の間にも無
数の点が存在し，比例の場合はその集合が
０の点を通る直線になることを理解させる。
（３）式の指導
　数量の関係を表す式について，４学年で
は，いくつもの数量の組からきまりや関係
を見つけて言葉の式に表し，それをもとに
○や△を用いた式に表すという，式を導く
までの過程を大切にしている。
　５学年では，４学年の学習と合わせて，
表と式を関係づけた見方にふれ，それぞれ
の特徴に気づかせていく。教科書では，表
から式に表すだけでなく，２量の関係を式
に表して表を作り，その関係を調べる活動
も取り入れている。○や△にさまざまな数
をあてはめ，２量の関係を調べることで，
式の意味をよむ力を養うことができる。
　６学年では，○や△などに代わり文字 x，
y を用いて，比例の式に表す。

３．関数の考えを育てるために
　関数の考えに関する各学年の主な内容に
ついては，『学習指導要領解説算数編』に
も示されている。系統性を理解し，各学年
のつながりを意識して指導をする必要があ
る。新版教科書では，既習の学習を振り返
るしくみだけでなく，例えば，１学年「た
しざん」や「ひきざん」で，変わり方のき
まりに着目して問題解決を図る場面が設定
されるなど，学年を超えて関数的な見方が
養われるように配慮されている。また，関
数の考えの指導には，数量や図形の学習内
容の理解を深めるというねらいもある。他
領域にも関数の考えを活用し，各領域の理
解を深めつつ，さらに関数の考えを育てて
いけるように，指導にあたりたい。
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１．はじめに
　本稿では，「式」のよさを味わい，思考力・
判断力・表現力を育む授業実践を紹介する。
　算数では，加減乗除の演算の意味理解と
ともにそれらの表現方法として「式」に出
合うが，学習を重ねていく中で，子どもた
ちにとって式は「答えを求めるための手段」
といった意識が強くなるように感じる。
　以下に，思考力・判断力・表現力を育み，
思考の筋道を表す「式」のよさを捉える時
間として設定した４年生の実践を紹介する。

２．「式」のよさを味わう授業実践
［４年　式と計算のきまりについて考えよう］
　子どもたちに身近な買い物の場面を取り
上げ，以下の流れで学習を進めた。
（１）買い物のしかたを式に表す
　まず，以下の問題を提示した。

　500 円玉を持っておやつを買いに行きま
した。残っているお金はいくらでしょうか。
・チョコケーキ 360 円 ・アップルパイ 230 円
・イチゴショート 250 円 ・シュークリーム 180 円

　ここでは，買い方などの条件はつけず，
あえて問題を端的に提示した。いろいろな
買い方を考え出させ，式の仲間分けへとつ
なげていこうと考えてのことである。子ど
もたちは，実際の買い物場面をイメージし
ながら活動に取り組んでいた。導入のこの
活動が，式の中にあるストーリー性を感じ

る第一歩となった。
　いろいろな買い方を考える中で，「式も
書いていいの？」という発言があった。式
の必要性や式の意味について子どもたちか
ら声が挙がるようにと，「式を書きましょ
う」という投げかけはしていなかった。そ
こで，「式って何のために書くの？」と問
い返すと，子どもたちは「え？」「何のためっ
て…」と戸惑いながら，「計算するため」「答
えを求めるため」と答えた。やはり子ども
たちは，式を「答えを求めるための手段」
として認識していたのである。
（２）作った式から買い物の様子をよみ合
う

　じっくりと式を立てる活動に取り組んだ
ところで，「式からどんな買い方をしたの
かをよみ取れる？」と投げかけ，４人グルー
プでそれぞれが書いた式を見せ合い，「式
をよむ」活動へと入っていった。多くの
グループが，「私は何を買ったのでしょう
か？」「イチゴショートとアップルパイ」「正
解！」といったクイズ形式で活動を進めて
いた。しかし，「何を買ったか」を式から
よみ取ってはいるが，この時点では，「ど
んな買い方をしたか」まで話し合ってい
るグループはなかった。「式を見ただけで
ちゃんとわかるね」と嬉しそうに話す子ど
もたちであったが，式の構造まで考えると
き，この話し合いでは不十分である。ここ
で，次の活動が必要となってくる。

｢式｣のよさを味わう授業をとおして，
思考力・判断力・表現力を育む

堀井  綾子　秋田大学教育文化学部附属小学校教諭

学びと学びをつなぐ授業づくり
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（３）「どんな買い方をしたのか」に着目し
て，式を仲間分けする

　式をよみ合う活動の中で，「仲間分けで
きるよ」と話すグループがあった。その発
言を紹介し，「式を仲間分けしてみよう」
という流れをつくっていった。取り上げた
式は以下の８つである。

　　　　

  仲間分けをするには，基準となる視点が
必要となってくる。ここではねらいに合わ
せて，「買い方に注目して」仲間分けをす
るという視点を提示し，以下のように分け
ていった。
＜仲間分け①　買ったケーキの数に注目した分け方＞

１つ買ったグループ ２つ買ったグループ
ア，エ イ，ウ，オ，カ，キ，ク

＜仲間分け②　買ったケーキの種類に注目した分け方＞

同じものを２つ買ったグループ 別々のものを２つ買ったグループ

ウ，カ イ，オ，キ，ク

　ここまではスムーズに話し合いが進んで
いった。ウとカの式については，カの式は
ウの式を１つにしたものという発言から，
分解式と総合式についても確認することが
できた。さらに，残ったイ，オ，キ，クに
注目していくと，子どもたちから，「４つ
の式から何を買ったかはわかる。でもみん
な同じ買い方でいいのか？」という新たな
問いが生まれたのである。グループでの話
し合いの時間を経て，子どもたちが出した
結論はオとキ，イとクに分かれるというも
のであった。

Ｔ　：オとキの式はどんな買い方をしたのかな。
Ｃ１：１回で買ったんだと思います。

Ｃ　：〈そうそう〉〈まとめて買った〉〈セットで買った〉
Ｔ　：なるほど。こういうことかな。
　　 （絵カードを袋に入れてセットにして提示）
Ｃ　：〈うん〉〈そういうこと〉〈わかりやすい〉
Ｔ　：じゃあ，これ（イ・ク）はセットじゃないの？
Ｃ２：１個ずつ別々に買った，と話し合いました。
Ｃ３：最初にイチゴショートを買って，別のお店で
Ｃ３：アップルパイを買ったという見方もあれば，
Ｃ３：忘れた！と思ってもう一度戻って買ったとい
Ｃ３：う見方もあると思います。
Ｃ４：オとキの式はセットで買ったんだけど，イと
Ｃ３：クの式では単品で買ったんだ。別々の店で
　　　買ったのかもしれないね。

　子どもたちは話し合いながら，式の中に
あるストーリーをよみ取っていった。こう
した話し合いの中にも，子どもの素朴な表
現として数学的な考え方は表れる。本実践
では，演繹的な考えを用いて根拠を示しな
がら，それぞれの買い方を説明し，式を分
類していることがわかる。導入場面では，
式は「答えを求めるためだけのもの」と話
していた子どもたちが，式は「買い方や自
分の考えを表すもの」と考え方を変えて
いった。子ども自身が話し合いをとおして
式に対する認識を深め，新たな見方を見い
だしたことに喜びを感じた１時間であった。

３．おわりに
　「式」を適切に用いることができるように
なるためには，子ども自身が「式」による
表現方法のよさを感得していることが大切
である。「式」の意味の違いを実感するこ
とは，言語としての「式」を理解するうえ
で重要な体験である。「式」のもつ働きを「よ
さ」として実感し，身につけ，使いこなす
ことができるようになると，子どもの思考
力・判断力・表現力は伸びていく。そのこ
とを意識しながら，各学年において，「算
数の言葉としての式」の学習を進めていか
なければならないと改めて感じている。

ア 500－250＝250

オ 500－（250＋230）＝20

ウ 180×2＝360
　 500－360＝140

キ 250＋230＝480
　 500－480＝20

ク 500－250＝250
　 250－230＝20

イ 500－250－230＝20

カ 500－180×2＝140

エ 500－360＝140
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「振り返り」で，学んだことが定着する！
　小学校教科書の改訂に引き続き，中学校でも新版教科書が完成しました。新版「中学 
数学」では，学習の中で基礎・基本がしっかり定着するように，さまざまな工夫をしてい
ます。算数・数学の学習は「積み上げ型」といわれ，つまずきはその場で解消しながらスムー
ズに学習を進めていくことが大切です。このような点に配慮し，振り返りの場面を数多く
設けています。

学ぶ前に…
既習内容を使って学習準備！
　　「〇章を学習する前に」

　各章の導入部分に，「〇章を学習す
る前に」というレディネスの問題ペー
ジを設けています。このページでは，
これから学習する章の内容に関連した
既習の知識や技能を振り返って確認す
ることができます。
　また，子どもの自学自習に配慮して，
ページの下には問題の解答を掲載して
います。

本文の中でも…
つまずき解消！
　　「もどって確認」

　本文では，学習中のつまずきに配慮
して，適宜，「もどって確認」という
側注を設けています。定着が不十分の
内容について簡単に振り返り，確認が
できます。

章のおわりに…
穴埋め形式で確認！
　　「〇章 学習のまとめ」

　章末には，章で学習した基礎・基本
の内容を整理した「学習のまとめ」を
設けています。穴埋め形式で簡単に取
り組むことができ，学習後に振り返り
の機会を設けることで，基礎・基本の
定着を確実にします。

▲中学数学　１年　p.10

▲中学数学　１年　p.24

▲中学数学　１年　p.53

新版教科書「中学数学」のご紹介

1

2

3
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小学校と中学校の学びをつなぐ！
　小学校算数から中学校数学が，なだらかに接続されるような工夫をしています。
　中学校１年の巻末では，学習のつながりを系統図で示し，小学校算数の内容をまとめた「小
学算数のまとめ」を設けています。

▲中学数学　１年　巻末

小中連携という視点から「中学数学」の特色の一部をご紹介します！

　そのほか章の導入や本文でも，必要に応じて小学校の既習内容を取り上げ，小中の系統
性に配慮しています。

　系統図にある小学算数の学習内容は，その内
容を簡単に振り返れるように，図やふきだしを
用いて，わかりやすく説明しています。

　中学校１年巻末に，
小学校で学習した内
容をまとめた「小学
算数のまとめ」を設
けました。
　小学算数と中学校
１年の学習内容のつ
ながりを系統図で示
し，視覚的に捉えら
れる配慮をしていま
す。

コンパスなどの使い方は，写真を見て
確認することができます。

速さ，道のり，時間の関係は？
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中国支社	 〒730‐0051	広島市中区大手町3-7-2
	 	 あいおいニッセイ同和損保広島大手町ビル	5F

TEL:	082-249-6033　FAX:	082-249-6040
四国支社	 〒790‐0004	松山市大街道3-6-1	岡崎産業ビル	5F	

TEL:	089-943-7193　FAX:	089-943-7134
九州支社	 〒812-0007	 福岡市博多区東比恵2-11-30	クレセント東福岡	E室	

TEL:	092-433-5100　FAX:	092-433-5140
沖縄営業所	 〒901‐0155	那覇市金城3-8-9	一粒ビル	3F	

TEL:	098-859-1411　FAX:	098-859-1411
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〒101- 0051 東京都千代田区神田神保町 2－10
TEL. 03-3238-6862  FAX. 03-3238-6887

川が…
近所の川はきれいですか？　それともきたないです

か？　ぼくは，京都へ帰省した時に，七谷川という川へ
行きました。そこは，水がとてもきれいでとうめいでし
た。サワガニやヤゴ，カワヨシノボリなど，きれいな川
にしかいない生き物がいました。最近，トンボが少なく
なってきていると聞いたことがあります。川が汚れて，
ヤゴが育たないみたいです。ヤゴやカワヨシノボリ，サ
ワガニが，住みやすいこのようなきれいな川を守りつづ
けたいです。「地球となかよし」事務局

応募の決まりなど詳しくはホームページを見てね

前
回

入
選
作
品

◎主催／教育出版　◎協賛／日本環境教育学会
◎後援／環境省，日本環境協会，全国小中学校環境教育研究会，毎日新聞社，毎日小学生新聞
＊協賛・後援団体は昨年実績で，継続申請中です。

小学生・中学生（数名のグループ単位での応募も可）応募資格

2015年 7月1日～ 9月 30日
詳細は「優秀作品展示室」とあわせてホームページをご覧下さい。応募期間

作品
テーマ

「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたことを，
写真（またはイラスト）にメッセージをつけて表現してください。

メッセージ
作品募集（2015年度）

①身のまわりの自然が壊されている状況を見て感じたことや，自然環境
や生き物を守るための取り組み
②さまざまな人との出会いを通して，友好の輪を広げた体験，異文化交
流，国際理解に関すること
③その他，「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたこと

第13回

応募者全員に
参加賞が
もらえるよ!


